
富士山をぐるりと取り囲む、静岡県側の４市１町（裾
野市・富士宮市・富士市・御殿場市・小山町）で、住
民のみなさんにより良いサービスを行うため発足した
富士山ネットワーク会議。環境や観光、防災などのさ
まざまな分野で連携します。
富士山ネットワーク会議が行っている広域連携とは
何か、目指しているビジョンはどんなものなのか、各
市町のキャラクターたちと一緒にお伝えします！
※�この記事は、富士山ネットワーク会議の広報研究会が作成した共通紙
面です。裾野市・富士宮市・富士市・御殿場市・小山町の広報紙に、
同内容を掲載しています。

“広域連携”ってなぜ必要なの？

国が進める地方分権で、市や町など地方自治体の果
たすべき役割は、ますます大きくなっています。一方
で、そこに暮らす住民の生活範囲は、公共交通の整備
などで、市や町の区域を越えて広域的なものになって
きています。
そのような中で、単独では非効率な行政運営をお互
いに補い、共通の課題や問題について情報交換したり、
連携して解決したりするための「広域連携」は、今ま
で以上に重要になっています。
また、地方の人口減少に歯止めをかけるべく、元気
で豊かな地方を創生するという“地方創生”の考えに
基づいて、富士山をシンボルとした 4市 1町が連携し、
一つの圏域としての特徴や魅力を確立することで、圏

域全体とそれぞれの自立や活性化につながると考えて
います。

どんなことを目指しているの？

日本の象徴、世界に誇る富士山のもとで、その自然
環境を守ることと生かすことを両立しながら、4市 1
町が一体となって圏域の活性化を実現します。
統一テーマである「富士山を守り、活かし、共生す
る、感

かん
幸
こう
圏
けん
（※）づくり」を目指します。

※感幸圏とは…「住民や来訪者が幸せを感じられる圏域」を表しています。

富士山都市圏

富士山都市圏
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圏域の
活性化

連携 連携

　環富士山地域の連携を強化しながら絆を深め、
将来的には県境を越えた富士山都市圏の形成を
目指します。
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４市１町でつくる
富士の麓の幸せ実感!ユートピア
〜富士山ネットワーク会議が目指す環富士山地域の広域連携ビジョン〜
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広 域 連 携

圏域共通の課題

公共交通の
利便性低下

大規模な
自然災害

富士山麓の
環境汚染 中心市街地

の衰退
医療・福祉
施設不足

少子高齢化と
人口減少

など

困った
ぜ～い

隣のまちも、
悩み事は似て
るんだね！ う～ん

感 幸 圏
きっと解決
できるのん！

みんなで力を
合わせようよ! ここに住んでて

よかったな～って
感じてほしいびん！

圏域の魅力向上と活性化

特集 1

圏域づくりの連携イメージ
圏域共通の課題を４つの視点に基づい
た９つの研究会の広域連携で解決に導き、
圏域の魅力向上を図ります。

◆ 大規模自然災害など
に広域ネットワーク
で対応し、圏域住民
の安全を守ります。

◆ 圏域内に安心して暮
らせるように福祉・
医療施設の広域連携
を研究します。

●防災研究会

◆ 圏域住民が自然に親
しみ、環境に対する意
識を高められるような
取組を展開します。

◆ 圏域内の自然を守り、
共生できるような広
域的な活動を推進し
ます。

● 富士山の自然と環境
を守る会

● 富士山麓鳥獣被害対
策会議

◆ 圏域が活気を持って
光り輝き、交流が盛
んになるように観光
資源のネットワーク
化などを促進します。

◆ 圏域がにぎわいを取り
戻せるように広域的な
産業連携を進めます。

●広報研究会
●産業研究会
●観光研究会
●スポーツ事業研究会

◆ 富士山を中心とした
便利で快適な圏域構
築のため、基盤整備
を促進します。

◆ 圏域内の利便性向上
に向け、行政サービ
スのさらなる広域化
を推進します。

● 企画研究会
● 国道 469 号（富士南

麓道路）建設促進期成
同盟会

安全・安心な
圏域づくり

自然と共生する
圏域づくり

活気ある
圏域づくり

便利で快適な
圏域づくり

視点1 視点2 視点3 視点4

４つの視点・９つの研究会
（各視点からの取組を主に担う研究会を記載）
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特集１

９つの研究会
さまざまな分野で連携している、各専門研究会の活動内容を紹介

　あなたのまちのキャラクターはどれで
しょう？答えは次ページの欄外に掲載し
ています。

A B

C D E

企画研究会1
富士山ネットワーク会議全体の運営や、各研究会の支援・
調整などを行っています。圏域の共通課題や特徴を洗い出
し、課題解決や PRの方法を検討しています。
また、山梨県側の自治体との交流を図り、県境を越えた
広域連携に向けて取り組んでいます。

主な活動
● 富士山ネットワーク会議の運営と、圏域の将来像実現に

向けた取組の推進・調整
●広域圏域で担うべき事務研究のための合同研修の開催
●共通課題解決に向けた国や県への働きかけ

防災研究会3
富士山麓のこの圏域で、懸念されている富士山噴火や大

規模地震は、被害が甚大となることが予想されます。状況
によっては他市町への広域避難が必要となる可能性がある
ため、防災研究会では、広域連携や広域協定などの強化を
図ります。
また、住民や観光客の安全・安心には、気象や避難に関

する情報の迅速な伝達体制の構築が重要となるため、広域
による協力を進めています。

主な活動
● 富士山火山噴火に対応する

広域避難に関する検討
●広域の情報伝達体制の構築
●�さまざまな自然災害に対す

る課題の解決に向けた情報
交換と県や各種防災対策協
議会への働きかけ

広報研究会2
富士山ネットワーク会議の広報担当として、各市町の情
報共有や広域連携の必要性、関連事業などについて住民の
皆さんに広く知ってもらうことを目的に活動しています。
また、富士山麓地域の魅力を国内外へ発信するため、相
互に情報提供を行うなど、連携を深めています。

主な活動
●各市町の広報紙での共通紙面の作成、掲載
●�「富士のふもとの大博覧会」や「ウルトラトレイル・マウ

ントフジ」など、富士山ネットワーク会議関連事業の情
報発信

● 情報や写真の提
供など相互の取
材協力

富士山の自然と環境を守る会4
富士山の恵みに育まれ発展してきたこの圏域は、世界遺

産となった富士山の永続的な保全を目指し、各市町が連携
して課題の解決に取り組むことが必要となっています。希
少動植物をはじめとする、富士山周辺の自然の状態、地下
水、森林破壊などの課題に広域的に連携して取り組み、効
果的な情報発信を行うことで富士山に関する環境啓発を進
めます。

主な活動
●富士山麓の広域的な環境美化・環境保全活動
● 「富士山南陵バードウォッ

チング」などの自然観察会
の開催

●環境フェアへの出展
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特集１

産業研究会5
「富士のふもとの大博覧会」を開催し、地元産業の育成・
発展を図っています。今後、既存の産業の活力増進や産業
支援強化に結びつけていくため、より効果的なビジネス
マッチングの手法を検討するとともに、圏域共通の課題で
ある、中心市街地の復興に寄与できる取組を進めます。
また、広域的な観光圏・商圏の研究・PR を行い、地域
に根ざした産業振興を強力に推し進めていきます。

主な活動
● 「富士のふもとの大博覧会」

の開催

スポーツ事業研究会8
世界に誇る富士山をはじめ、豊かな地域資源を生かした

スポーツイベントを広域連携で開催し、多くの人を国内外
から集め、圏域の活性化とにぎわいを創出します。
また、不足している施設や人材を相互に補完したり、ス

ポーツに対する関心を高めて競技力の向上につなげたりす
ることで、エリア全体と各市町を活性化していきます。

主な活動
● ウルトラトレイル・マウン

トフジの大会支援
● 広域スポーツイベントの支

援マニュアルの作成
● 人気の高いアクティビティ

イベントの開催誘致・支援

観光研究会6
富士山の世界遺産登録、新東名高速道路の開通などで、
観光地としての注目が高まる中、市町単独ではなく、広域
としての誘客が重要となっています。4市 1町と長泉町、
清水町で構成する富士地区観光協議会では、県の観光協会
とも連携し、首都圏をはじめとする大都市圏での観光キャ
ンペーンなどを行っています。
広域連携を生かして、各市町の観光資源情報を集約し、
富士山を中心に、より訴求力の高いプロモーション活動を
行っていきます。

主な活動
● 合同観光キャンペーン
● 合同写真展「わがまち富士

山写真展」の開催

国道469号（富士南麓道路）建設促進期成同盟会9
国道 469号（富士南麓道路）は、御殿場市の国道 138

号から富士山南麓および山梨県峡南地域を横断し、山梨県
南部町内の国道 52号に接続する道路です。富士山を取り
巻く基幹道路として「ぐるり・富士山風景街道」の一つに
位置付けられ、地域活性化や交流基盤、災害時の緊急輸送
路として重要な機能を持つ道路となっています。
この期成同盟会では、4市 1町の思いを一つに、国道

469 号整備が促進されるよう要望活動などを行っていま
す。

主な活動
● 国道 469 号の整備促進に

向けた、静岡県、山梨県や
関係機関に対しての要望活
動の実施

富士山麓鳥獣被害対策会議7
富士山麓で深刻となっているニホンジカの被害に対応す
るため、県の策定した特定鳥獣保護管理計画に沿って狩猟
や管理捕獲を行い、個体頭数の削減に努めています。
また、ハンターの減少や高齢化、捕獲した個体の処分な
ど、圏域共通の課題への対策について検討を進めています。
住民自ら守るという共通認識を持ち「鳥獣を寄せ付けな
い、守れる集落づくり」へ向けた環境改善を図ります。

主な活動
● 連携した一斉捕獲など、効

率の良い捕獲作業の検討
● 県が実施する管理捕獲への

積極的な参加
● 鳥獣被害対策（補助金、委

託事業、被害防除対策など）
についての情報共有

環富士山地域のこれからは?

地方創生の動きの中、今後も、自治体間の連携の必要性はま
すます高まっていきます。富士山ネットワーク会議では、圏域全
体での移住定住促進など、新たな事業にも取り組んでいきます。
また、富士山を囲む山梨県側の自治体にも、会議への参加を

呼びかけるなど、このネットワークをさらに発展させ、真の環
富士山地域ネットワーク会議の実現を目指しています。
この圏域の活性化には、行政だけでなく民間同士の連携も欠

かせません。観光などの経済面に限らず、スポーツや自然保護
など、市民レベルでも横のつながりをもつことで、絆はさらに
強まっていきます。
大切なことは、この圏域に暮らす一人ひとりが、富士山を中

心とした、市や町、県の境を越えたまちづくりを意識すること
です。皆さんがイメージすることで、環富士山地域のこれから
は、ますます発展が期待できるでしょう。
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